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１．海外における電波オークションの実施状況（1994年～）
※２G以降の携帯電話用通信と、無線インターネットアクセス（BWA)のための実施オークションに限定
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1994年での米国における実施を皮切りに、2009年末まで全世界で67回実施。
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２．海外における電波オークションの実施状況（地域別）
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※２G以降の携帯電話用通信と、無線インターネットアクセス（BWA)のための実施オークションに限定
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３．海外における電波オークションの落札金額に関する考察(1)

これまでの電波オークションの落札総額は、1800億米ドルを超える

※２G以降の携帯電話用通信と、無線インターネットアクセス（BWA)のための実施オークションに限定

○ 上記落札総額は、昨年までに実施された67回のうち、落札額が公表されている／報道されて
いる55回分の合計。非公開の12回、および2010年に実施された数件を合計すると、落札総額
は2000億米ドルを超える。

○ 電波は帯域や帯域幅に加え、オークション実施時の事情によっても、価値が変わるため、
一回当たりの落札額の幅は大きい。
※最安値は、2008年のノルウェー。1790－1800MHzの5MHz幅の落札額は、11,000米ドル。
※最高値は 2000年のドイツ 第三世代携帯電話向け145MHz幅の落札額は 458億米ドル※最高値は、2000年のドイツ。第三世代携帯電話向け145MHz幅の落札額は、458億米ドル

人口一人当たり/1MHz当たり単価の平均は、約0.434ドル

○ 一回当たりのオークション落札金額にはバラツキがみられるものの、これまで実施された
オークションにおける人口一人当たり/1MHz当たりの単価の平均は、約0.434ドル
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３．海外における電波オークションの落札金額に関する考察(2)
※２G以降の携帯電話用通信と、無線インターネットアクセス（BWA)のための実施オークションに限定

落札単価は、各国のGDPや事業者収入に影響されるので、
1MH 当たり落札金額を 当時の 人当たりのGDPと事業者収入により指数化

○ 人口一人当たり／1MHz当たりの単価が、実施国それぞれの一人当たりのGDPのどの程度
に相当するかを示した指数を「所得比単価」とする。同様に、1MHz当たり単価が事業者収

1MHz当たり落札金額を、当時の一人当たりのGDPと事業者収入により指数化

入の何年（あるいは何日）分に相当するかを示した指数を「事業者収入比単価」とする。
※本資料においては、それぞれを百万倍、千倍した値を“ポイント”として表記する。

○ これまで実施済みオークションの一人当たりの所得比単価平均は、19ポイント（百万円の年
間所得に対し19円／あるいは、約1.5 分間分の所得） ※1年に180日、１日に７時間労働するとした場合

○ また、事業者収入比単価の平均は、約2.5ポイント（千円の年間収入に対し、2.5円／あるい
は0 44日分の収入） ※1年に180日間営業するとした場合は0.44日分の収入） ※1年に180日間営業するとした場合
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４．人口一人当たり/1MHz当たり単価グラフ（オークション全体、金額順）

人口一人／
1MHz当たりの
単価 （米ドル）

0.434ドル
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４．人口一人当たり/1MHz当たり単価グラフ（2,3,4G携帯通信のみ、

金額順）

人口一人／
1MHz当たりの
単価 （米ドル）

0.603ドル0.603ドル
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５．各国所得比単価グラフ（オークション全体、金額順）

所得比単価

19 256ポイント19.256ポイント
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５．各国所得比単価グラフ（2,3,4G携帯通信のみ、金額順）

所得比単価

27 054ポイント27.054ポイント
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６． 1MHz当たりの事業者収入比単価グラフ（オークション全体、金額順）

1MHz当たりの
事業者

収入比単価収入比単価
（日）

（平均）（平均）
0.44日分
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６． 1MHz当たりの事業者収入比単価グラフ（2,3,4G携帯通信のみ、

金額順）

1MHz当たりの
事業者

収入比単価収入比単価
（日）

（平均）

0 56日分0.56日分
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７．日本における推定価格の考察～アナログテレビ跡地の電波利用
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マルチメディア放送
（全国）

高度道路交
通システム

（ITS）

移動体通信

（全国）

（上記のように割り当てが決まっているものの）、
これまでの海外におけるオークションの落札結果から、
710MHz～770MHzの60MHzで“仮に”電波オーク
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８．日本における推定価格の考察～一人当たりGDPをベースに算出した場合

所得比単価の平均は 百万に対して 18 345ポイント所得比単価の平均は、百万に対して、18.345ポイント

○ 上記所得比価格の平均は、2010年に既に実施された4件（オランダ、デンマーク、ドイツ、イ
ンド）の落札結果を含んだ上で算出

○ 総務省統計局発表による2008年の名目GDPと 2008年の人口１億2700万人から 日本の

上記60MHzの推定落札価格は、約5560億円
○ 総務省統計局発表による2008年の名目GDPと、2008年の人口１億2700万人から、日本の

一人当たりのGDPは約400万円と算出。従い、日本における円表示の単価も約4倍し算出。
○ 上記円表示の単価に、2008年の人口と今回の対象帯域幅（60MHz）を掛けあわせたものが

推定価格となる

上記60MHzが、携帯電話目的でのオークション（3G、4G）であることを考慮すると、

推定落札額は、最大で約8200億円

○ 前述したこれまでに実施された携帯電話目的のオークションから算出される所得比単価の
平均（27.054）を利用した場合、推定落札額は約8200億円と計算される。
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８．日本における推定価格の考察～事業者収入をベースに算出した場合

1MHzにおける移動体通信事業者収入比単価の平均は 0 4日分1MHzにおける移動体通信事業者収入比単価の平均は、0.4日分

○ 上記事業者収入は、ITU発表の統計データを使用
○ 上記事業者収入比単価の平均は、2010年に実施されたオークションを含む

上記60MHzの推定落札価格は、約1兆100億円

○ 上記事業者収入単価に、2009年の日本の通信キャリア（NTTドコモ、KDDI、ソフトバンク等）
の事業者収入合計約7.2兆円と対象帯域幅（60MHz）をかけ、推定金額を算出。

上記60MHzが、携帯電話目的でのオークション（3G、4G）であることを考慮すると、

推定落札額は、最大で1.3兆円

○ 前述した携帯電話目的のオークションから算出される事業者収入の平均（0.56日）を使用し
た場合、推定落札額は約1.3兆円と計算される。
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